
Happy Project×高校生
＝Hino･Quest

武生東高校生全員で、
地域課題を掘り出し地域の多様な人と繋がり、

高校生視点からの
『地域のHappy』（課題解決策の立案・実践）

を生み出します。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こんにちは。福井県越前市から参加しています、福井県立武生東高等学校Hino・Questです。私達は昨年度から、自分だけの地域の課題を設定し、毎日通学する越前市をフィールドに、越前市のHappy実現に少しでも役に立ちたいと活動してきました。その活動の中で、様々な地域の方達に出会い、繋がり、自分達が知らない越前市の魅力を知ることができました。



都道府県別

魅力度ランキングは４４位だけど

幸福度ランキングは１位なのはナゼ？

越前市の課題は越前市だけの問題？
解決策はナイのかな？

高校生の視線で
私たちの“ふるさと”を捉え直したい

県下初の国際科を併設し、独自の学習プログラムをもつ
武生東高校だからできる取組があるはず！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私達2年生190名が毎日通学している武生東高校は、福井県にあります。皆さん福井県をご存じでしょうか？ここです！！よく福岡県や福島県と間違えられたりします。そして、福井県のほぼ中央部に位置する市が越前市です。福井県は、都道府県別魅力度ランキングで44位、しかし、幸福度ランキングは1位にランキングされる不思議な県です。その福井県のほぼ中央位置するのが越前市です。私たちが毎日足を踏み入れる越前市について考える事で、自分が住む他の地域やふるさと福井県について捉え直し、東高校生だからこそできる事、地域に少しでも還元できることがあるのではないか！！還元したい！！との思いから活動は始まりました。



越前市の現状
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越前市人口と外国人の割合

総数 外国人割合 ブラジル人割合
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年齢構成の変化

総 数 0～9歳
10～19 20～29
30～39 40～49
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70歳以上
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空き家総数および
空き家率の推移

空き家総数

空き家率

平成１７年をピークに人口減少が続き、
空き家が増えていく中、

60歳以上の高齢者や
ブラジル人をはじめとする外国人は激増

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このグラフを見て下さい。これは、越前市のオープンデータをもとに、越前市の人口と外国人の割合の推移、年齢構成の変化、空き家総数及び空き家率の推移をまとめたものです。人口は年々減少傾向が続いています。しかし、ブラジル籍をはじめとする外国人の割合は年々増加しています。年齢別構成比では、予想通り、60才から69才以上の割合の増加、特に69才以上の割合が高いことが分かります。武生駅前で、シャッターが降りている商店を目にすることは多いのですが、空き家総数の増加に伴い、空き家率も高止まりです。このように、越前市は人口減少傾向にあるが、福井県の中でもブラジル人をはじめとする外国籍の人口割合が高い市です。実際、武生東高校の先輩や仲間にも、外国籍の人は普通にいます。また少子高齢化が進み、高齢者比率が高く、空き家率も上昇している市です。市民の方へのインタビュー調査でも、外国籍の人の共生や人口減少・高齢化、それにより空き家の増加、さらに郊外の大型店舗の進出に伴い商店街の衰退を市民の方が課題として上げていました。また、越前打刃物や越前タンス、越前和紙など伝統産業も残っています。しかし、その認知度は低く、高校生でもなんとなくしか知らないのが現状でした。



Hino･Quest
１年目：
個人研究
・高校生視線で細やかな情報収集

市役所18課への個別質問
現場の声を拾うフィールドワーク

・190の意見をまとめた

『Happy作戦集』の発行

2019年度入学生(現2年生)190名(全生徒)が

２年間かけて実践した地域課題探究プロジェクト

２年目：
グループ研究
・個人研究を昇華させ

協働で課題解決策を提案･実践
(チーム提案…計７０プラン)

都市開発、交通、街づくり、観光、福祉、医療、
高齢者対策、自然、農業、教育、国際理解等

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そのような越前市のHappy実現に少しでも役立ちたい、そしてSDGsの理念でもある持続可能な社会の実現をこの越前市から考えて行きたいと2019年度入学生190名が2年間をかけて、地域の中に飛び出しました。1年生の時には、個人で自分の課題を設定しリサーチ、何にも知らない高校生が、ネット情報だけに頼ることなく、越前市役所各課に質問や疑問を投げかけました。直接行政の意見にお聞きし、自分達の考えの甘さに頭を抱えた人もいます。また実際の現場にも足を運びました。地域の企業の方や福祉・教育関係の現場の声や意見を聞き、現実の厳しさを実感しました。そうして考え出した解決アイデア「Happy作戦集」として発行。これです！！図書館や公民館などに設置していただきました。市中央図書館では開架用部数では足らず保管用も閲覧に回したと伺うほど、市民の方の関心は高かったようです。2年生からはチームで実践プランに取り組みました。ちょうど新型コロナウイルス拡大の時期と重なり、自由にフィールドワークができず、市役所や地域の企業のかたにとにかく電話やメールをしまくりました。そうして70プランが生まれました。



課題解決策の提案･実践例（その１）

《Traveling Together from the Starting Point Of Differences！》

=対応策の提案=
「社会」は社会生活を営む上での基本知識の習得のためにも重要な科
目でもあり、「社会」のポルトガル語での教材作成実施し、各小学校へ
配布する。
(活動の流れ)
2020年12月…教材の翻訳活動

ブラジル国籍の市で通訳ボランティアをしている
本校保護者に監修を依頼

2021年02月…教材としてまとめ作業（製本またはプリント集を検討中）
2021年03月…越前市教育委員会に提示

=課題=
ブラジル人児童は、市全体の小学生の約３％。外国籍の子ども達の日本語力に対応した教育環境が十分に
整っているとは言えず、高校進学時に大きな負担。現在の外国籍生徒の教育の現状は、別室でのアクセス
ワーカーによる個別授業は「算数」と「理科」、「国語」「社会」「道徳」の時間は日本語学習の時間に活用、特に
「社会」など高学年から始める教科の理解ができておらず、高校受験対策に支障あり。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その中で2つの例を紹介します。まず一つ目、　Traveling　Together　from　the　Starting　Point　differences　です。越前市では、ブラジル人児童が増加しています。市教育委員会で外国籍児童の支援を担当してらしゃる関孝夫先生によればば、市全体の小学生の3％が外国籍の児童です。外国籍の子ども達の教育環境は十分の整っているとは言えません。外国籍の児童数が一番多い武生西小学校でも、外国籍児童と日本の教育を繋げるアクセスワーカーは一人しかおらず、個別学習の授業は限られているとを知りました。特に高学年から始める教科の理解が難しく、高校受験の対策にも支障を来していることを知りました。私達は特に「社会科」に注目しました。社会科は社会生活を送るための基本的な知識習得のためにも重要だと考えたからです。そこで「社会科」のポルトガル語教材作成に取り組みました。



課題解決策の提案･実践例（その２）

《高齢者の体を健康に 「コロナに負けるな体操」の開発》

=対応策の提案=
在宅でもできる簡単な体操を高齢者の方に届ける。そのために、Ｑ
Ｒコードつきチラシを作成し、ガラケーでもアクセスできるようにする。
また、情報機器を苦手とする人のためにＤＶＤにし、地域の公民館な
どで貸し出しや活用できるシステムを構築する。
(活動の流れ)
2021年01月…体操案完成(理学療法士による監修あり)
2021年02月…動画作成･チラシ印刷
2021年03月…越前市内公民館･図書館などでのチラシ配布

越前市広報誌への掲載依頼

=課題=
ディサービス実施事業所へのフィールドワークから、高齢者の方が集団で運動することでやる気がでて効果が
アップすること、筋力を衰えさせないようにし、フレイル予防が重要であると知る。しかし、コロナ禍で自由にディ
サービスに行けないことも多い。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
もう一つは、コロナに負けるな体操‼の作成と配信です。1年の時にディサービスの様子を自分の目で確かめ、利用者にインタビューをした高齢者分野の中から生まれた実践です。コロナで自由に外出やサービスが受けられなくなった地域の方に、簡単な体操を紹介したい、そして体力や筋力の維持に役立てて欲しいという思いから生まれました。今、QRコードつきチラシを作成中です。これは、越前市の「地域貢献活動支援補助金事業にも応募、採択いただき、金銭面の補助はもちろん、理学療法士さんの紹介などにも協力いただきました。



私たちの活動を継続し、
地域活性につなげるために……

2019年度入学生

１年「個人研究」⇒２年「グループ研究」

2020年度入学生
１年「個人研究」

2020年度
入学生
２年

「グループ研究」

2021年３月：２年グループ研究報告会およびポスターセッション
１年生(2020入学生)も参加し、自分の個人研究と繋がる
先輩達(2019入学生)のグループ研究テーマについて学ぶ時間を設定

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回70のプランが生まれましたが、まだまだ、実践や具体化できていないものもあります。私達の活動を継続し、地域のエネルギーにするために、是非後輩の1年生に繋げていきたいと学校に提案しました。そして、急遽3月の1・2年生合同で探究報告会を開催することになりました。2年生のポスターセッションに1年生も参加し、情報を継承し、より具体的実践的なプランに発展させ、もっと地域に飛び出したいです。



そして
より広い視点で

地域活性を
考えるために

海外の高校生との
意見交換会を

実施します

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、今年2021年9月には、今年度実現できなかった海外の高校生との交流を実践します。お互いの地域の課題やそれを乗り越え、持続可能な活動について、意見交換し、それを越前市に生かしていきたいです。以上で、武生東高校　Hino・Questのプレゼンを終わります。ありがとうございました。
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